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国
文
学
者
・
風
巻
景
次
郎
（
一
九
○
二
’
六
○
）
の
文
学
観
・
文
学
史
観
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
主
体
性
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

（
１
）
 

彼
と
親
交
の
深
か
っ
た
西
郷
信
綱
を
は
じ
め
と
す
る
、
風
巻
に
つ
い
て
の
議
論
の
な
か
で
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
主
体
的

（
２
）
 

に
し
か
把
握
で
き
な
い
文
学
」
と
い
う
一
テ
ー
ゼ
が
風
巻
の
著
作
の
な
か
で
最
初
に
登
場
す
る
の
が
、
一
九
四
○
年
に
刊
行
さ
れ
た
著
書

「
文
学
の
発
生
』
（
子
文
書
一
房
刊
）
に
収
め
ら
れ
た
書
き
下
ろ
し
論
文
「
文
学
の
発
生
」
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
風
巻
は
、
「
作
品
は
一
個
の
書
き
物
と
し
て
は
た
だ
の
事
物
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
れ
を
文
学
と
感
じ
る
の
は
読
者
の
心
だ
。

（
３
）
 

文
学
の
発
生
は
ま
づ
文
学
を
享
受
す
る
者
の
心
に
お
こ
る
」
と
断
一
一
一
一
口
す
る
と
と
も
に
、
「
個
人
的
な
文
学
成
立
の
は
た
ら
き
を
唯
一
の

（
４
）
 

武
器
と
し
て
、
文
学
史
を
書
く
」
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
自
ら
の
立
場
を
宣
一
一
一
一
口
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
「
主
体
的
／
主
体
性
「
｜
と
い

う
タ
ー
ム
は
、
『
神
々
と
人
間
』
（
八
雲
書
林
、
一
九
四
一
年
）
、
『
日
本
文
学
史
の
構
想
』
（
昭
森
社
、
一
九
四
二
年
）
、
「
文
学
史
の
問

題
」
弓
季
刊
国
文
学
』
第
一
号
、
一
九
四
七
年
十
一
月
）
と
い
っ
た
そ
の
後
の
著
書
・
論
文
で
執
勧
な
ま
で
に
繰
り
返
さ
れ
、
太
平
洋

戦
争
の
時
期
を
は
さ
ん
で
、
晩
年
に
い
た
る
ま
で
風
巻
の
文
学
史
論
の
中
心
に
位
置
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
同
じ
風
巻
は
、
一
九
三
○
年
代
前
半
に
書
か
れ
た
一
連
の
論
文
ｌ
「
文
芸
と
個
性
」
（
『
文
芸
道
場
』
一
九
三
○
年
十
一
月

一
九
三
○
年
代
の
国
文
学
研
究
（
二
）

Ｉ
風
巻
景
次
郎
の
位
置
に
つ
い
て
Ｉ

は
じ
め
に

衣
笠
正
晃
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風
巻
に
よ
っ
て
前
掲
の
よ
う
な
国
文
学
研
究
の
新
し
い
立
場
を
表
明
し
た
論
文
が
発
表
さ
れ
た
一
九
三
○
年
代
前
半
は
、
彼
の
岐
初

の
著
書
『
新
古
今
時
代
』
（
人
文
書
院
、
一
九
三
六
年
）
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
藤
原
定
家
と
『
新
古
今
集
』
を
中
心
と
し
た

中
世
和
歌
論
・
歌
人
論
が
書
か
れ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
『
新
古
今
時
代
」
に
は
こ
う
し
た
国
文
学
研
究
の
方
法
論
自
体
を
テ
ー

マ
と
し
た
論
文
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
個
々
の
作
家
論
・
時
代
論
な
ど
に
「
歴
史
的
立
場
」
の
具
体
的
適
用
を
見
る
こ
と
が

（
５
）
 

号
）
、
「
日
本
文
芸
学
の
発
生
」
（
『
国
文
学
誌
』
一
九
一
一
一
一
年
十
月
、
十
一
月
両
号
）
、
「
新
興
国
文
学
」
（
『
コ
ト
バ
」
一
九
一
一
一
四
年
一
月

号
）
Ｉ
の
な
か
で
は
、
「
文
学
が
、
歴
史
的
に
変
化
し
て
ゆ
く
姿
を
把
握
し
た
い
が
為
に
、
こ
れ
を
客
観
的
事
物
と
見
得
る
限
り
の

立
場
に
ふ
み
と
ざ
ま
」
り
、
「
文
芸
が
文
芸
た
り
得
る
為
に
人
の
主
観
的
側
面
に
依
拠
し
て
居
る
か
に
見
え
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
こ

（
６
）
 

れ
を
客
観
的
事
物
と
し
て
の
可
視
的
状
態
に
転
移
せ
し
む
る
方
法
」
を
追
求
す
る
１
と
い
う
、
彼
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
歴
史
的
立
場
」
に

立
っ
た
文
学
研
究
の
確
立
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
立
場
の
変
化
な
い
し
転
換
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
比
較
的
短
い
期
間
に
生
じ
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

を
考
え
る
た
め
に
は
、
一
九
三
○
年
代
、
と
く
に
そ
の
後
半
の
時
期
が
、
い
わ
ゆ
る
「
文
芸
学
論
争
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
国
文

学
研
究
に
お
け
る
方
法
論
的
・
学
問
的
あ
り
方
の
問
い
直
し
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
三
○
年
代
後
半
に
お
け
る
風
巻
景
次
郎
の
活
動
と
発
言
を
具
体
的
に
追
う
こ
と
で
、
当
時
の
国
文
学
界
に
お
け
る

風
巻
の
位
置
を
見
定
め
つ
つ
、
学
界
の
動
き
が
風
巻
の
文
学
な
い
し
文
学
史
観
に
与
え
た
影
響
を
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す

藤
原
定
家
を
論
じ
た
「
定
家
伝
と
時
代
相
ｌ
定
家
の
実
生
活
と
歌
と
を
関
係
づ
け
る
一
試
論
一
（
初
出
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九

（
７
）
 

一
二
一
年
十
月
号
）
で
は
、
新
古
今
時
代
の
中
流
賞
族
の
生
活
状
況
の
余
裕
の
な
さ
を
資
料
に
も
と
づ
い
て
検
証
す
る
な
か
で
、
社
会
生

フ（》。

で
き
る
。

『
新
古
今
時
代
』
の
問
題
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こ
の
よ
う
に
「
新
古
今
時
代
』
の
諸
論
文
で
は
、
「
逃
避
的
態
度
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
作
家
を
と
り

ま
く
社
会
的
・
階
級
的
な
要
因
と
作
品
の
内
容
・
技
法
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
方
法
論
的
実
践
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
書
評
を
見

る
と
、
例
え
ば
風
巻
と
東
大
国
文
科
の
同
期
で
あ
っ
た
西
下
経
一
は
一
九
三
六
年
九
月
の
『
国
語
と
国
文
学
』
で
、
『
新
古
今
時
代
』

に
お
け
る
「
芸
術
性
そ
の
も
の
を
研
究
対
象
と
し
た
」
論
文
と
「
文
学
の
特
性
を
政
治
的
・
経
済
的
事
情
か
ら
説
明
し
よ
う
と
」
し
た

（
川
）

論
文
の
併
存
を
指
摘
し
、
後
者
に
は
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
風
巻
の
大
阪
府
女
子
専
門
学
校
に
お
け
る
年
長

（
Ⅲ
）
 

の
同
僚
で
あ
っ
た
石
山
徹
郎
（
一
八
八
八
一
九
四
五
）
は
、
同
年
十
一
一
月
の
『
文
学
』
で
、
風
巻
が
「
研
究
対
象
の
実
証
的
考
証

と
、
そ
の
文
芸
と
し
て
の
特
質
閲
明
の
方
法
た
る
社
会
・
歴
史
的
研
究
と
を
、
二
つ
の
武
器
と
し
て
」
い
る
と
指
摘
し
、
本
書
が
若
い

（
吃
）

研
究
者
の
「
研
究
の
方
向
と
方
法
の
上
に
」
一
不
唆
を
与
一
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
石
山
に
よ
る
「
国
文
学
界
の
諸
学
派
」
（
「
国

史
国
文
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
三
七
年
三
月
）
は
、
国
文
学
界
に
お
け
る
「
歴
史
社
会
学
派
」
と
い
う
名
称
を
確
立
し
た
と
さ
れ
る

（
旧
）

論
文
だ
が
、
こ
の
な
か
で
石
山
は
「
歴
史
・
社
会
学
派
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
そ
の
な
か
で
近
藤
忠
義
、
、
水
積
安
明
、
熊
谷
孝
ら
と

（
Ｈ
）
 

並
べ
て
風
巻
の
名
を
引
き
、
『
新
古
今
時
代
』
を
「
実
証
的
方
法
と
歴
史
的
社
会
的
方
法
と
の
融
ム
ロ
」
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

活
へ
の
絶
望
か
ら
「
逃
避
的
生
活
に
心
憧
れ
る
傾
向
」
が
生
じ
る
こ
と
を
論
証
し
、
「
新
古
今
調
の
定
家
の
歌
は
、
そ
の
逃
避
的
感
情

（
８
）
 

に
於
て
発
生
し
た
」
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
作
品
論
・
時
代
論
と
し
て
の
「
『
新
古
今
集
』
の
特
質
と
時
代
的
傾
向
」

（
初
出
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
三
○
年
十
月
号
）
に
お
い
て
は
、
現
実
か
ら
の
逃
避
と
し
て
「
過
去
へ
の
関
心
」
「
古
典
憧
僚
」
が
生

じ
た
こ
と
を
、
本
歌
取
り
を
は
じ
め
と
す
る
「
引
噛
」
技
法
の
検
討
か
ら
結
論
づ
け
た
上
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な

態
度
で
論
文
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

観
念
の
世
界
へ
の
帰
向
、
美
の
世
界
へ
の
憧
慣
が
、
現
実
の
み
ぢ
め
さ
に
反
対
し
て
あ
く
ま
で
強
く
な
り
、
成
長
す
る
点
よ
り
見

て
、
新
古
今
集
の
文
学
は
、
実
に
希
望
と
理
想
と
努
力
と
を
失
っ
た
者
の
文
学
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
善
悪
に
就
い
て
は
触
れ
る
事

（
９
）
 

を
避
け
て
筆
を
止
め
よ
う
。
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こ
の
石
山
の
評
価
に
従
う
な
ら
、
風
巻
の
『
新
古
今
時
代
』
は
、
一
九
三
六
年
以
降
、
「
鑑
賞
主
義
」
や
岡
崎
義
恵
に
よ
る
「
日
本

文
芸
学
」
に
対
す
る
批
判
を
展
開
す
る
な
か
で
学
派
と
し
て
認
知
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
「
歴
史
社
会
学
派
」
の
、
最
初
の
ま
と
ま
つ

（
脂
）

た
「
著
書
」
と
し
て
世
に
送
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
六
年
当
時
、
風
巻
が
近
藤
や
永
積
ら
「
歴
史
社
会
学
派
」
の
人
々
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
し
て
は
、
風
巻
、

近
藤
の
ほ
か
、
重
友
毅
、
森
本
次
吉
を
同
人
と
す
る
研
究
誌
『
日
本
文
学
研
究
』
第
一
輯
の
刊
行
（
白
帝
社
、
三
六
年
一
月
）
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
ま
た
永
積
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
六
年
、
風
巻
、
永
積
、
近
藤
、
佐
山
済
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
の
文
学
研
究
会
が
開

か
れ
て
い
た
。
風
巻
が
こ
の
研
究
会
を
自
ら
の
理
論
学
習
の
場
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
永
積
の
研
究
発
表
を
受
け
て
た
だ
ち
に
、
そ
れ

ま
で
の
自
説
を
否
定
し
て
中
世
文
学
の
上
限
を
平
安
期
に
ま
で
遡
ら
せ
る
と
い
う
内
容
の
論
文
「
中
世
文
学
の
史
的
限
界
」
（
『
文
学
』

（
冊
）

一
九
一
二
六
年
九
月
号
）
を
発
表
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
う
か
が
え
る
。

一
方
で
、
当
時
の
論
壇
・
文
聰
を
席
巻
し
つ
つ
あ
っ
た
「
日
本
的
な
る
も
の
」
な
い
し
日
本
的
性
格
（
そ
し
て
そ
れ
を
さ
さ
え
る
理

論
と
し
て
の
岡
崎
義
恵
に
よ
る
「
日
本
文
芸
学
こ
の
核
心
が
、
「
中
世
的
な
ろ
も
の
」
と
形
容
す
べ
き
封
建
的
性
格
に
あ
る
と
見
定
め

た
近
藤
・
水
積
に
と
っ
て
は
、
そ
の
批
判
に
あ
た
っ
て
、
風
巻
に
よ
る
実
証
的
な
資
料
・
作
品
の
検
討
に
裏
付
け
ら
れ
た
中
世
和
歌
研

究
は
有
用
な
も
の
で
あ
っ
た
に
迎
い
な
い
。
本
来
か
な
ら
ず
し
も
和
歌
に
興
味
の
中
心
を
間
い
て
い
な
か
っ
た
近
藤
・
水
積
は
、
風
巻

の
『
新
古
今
時
代
』
に
お
け
る
論
証
を
受
け
て
、
超
時
間
的
な
「
中
世
的
な
ろ
も
の
」
に
、
時
代
的
・
階
級
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と

し
て
の
中
世
的
特
徴
な
い
し
性
格
を
対
時
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

永
積
安
明
の
場
合
を
見
る
と
、
「
新
古
今
和
歌
集
論
稿
」
（
『
立
命
館
文
学
』
一
九
一
一
一
六
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
新
古
今
歌
人
の
言

語
感
覚
は
鋭
敏
。
潔
癖
で
あ
る
も
の
の
「
懐
古
と
そ
の
詠
嘆
以
外
に
は
、
現
実
性
を
失
っ
た
、
或
る
種
の
浪
漫
的
意
識
に
仕
へ
、
か
昼

、
、
、
、

（
Ⅳ
）
 

る
秩
序
を
破
ら
》
つ
と
す
る
一
切
の
新
し
き
も
の
、
現
実
的
な
も
の
へ
の
敏
感
な
る
反
撃
で
あ
り
、
拒
否
で
あ
っ
た
（
傍
点
原
著
）
」
と

い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
近
藤
忠
義
は
「
和
歌
史
上
に
お
け
る
貴
族
ｌ
末
期
荘
園
貴
族
と
新
古
今
時
代
の
和
歌
ｌ
」
（
『
短

歌
研
究
』
一
九
三
七
年
一
月
号
）
で
、
『
新
古
今
集
』
の
新
し
さ
が
「
余
情
」
の
創
造
に
あ
っ
た
と
認
め
な
が
ら
、
そ
の
「
余
情
」
は

「
強
い
伝
統
主
義
の
態
度
」
か
ら
生
じ
る
「
言
葉
に
言
ひ
現
は
し
得
な
い
超
論
理
的
な
も
の
」
で
あ
り
、
「
畢
寛
一
抹
の
哀
感
・
寂
蓼
感
」
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こ
の
よ
う
に
風
巻
の
新
古
今
論
は
、
当
時
の
「
日
本
的
な
る
も
の
」
、
そ
し
て
岡
崎
文
芸
学
を
め
ぐ
る
論
争
に
利
用
さ
れ
た
わ
け
だ

が
、
風
巻
自
身
は
こ
う
し
た
論
争
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
そ
れ
を
、
実
証
主
義
と
、
古
典
の

現
代
的
意
義
と
い
う
、
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

風
巻
が
こ
の
時
期
お
こ
な
っ
た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
い
わ
ば
国
文
学
界
全
体
を
距
離
を
お
い
て
見
渡
し
、
整
理
す
る
作
業
が
挙
げ

ら
れ
る
。
す
で
に
一
九
一
一
一
五
年
（
「
国
文
学
界
展
望
」
『
書
物
展
望
』
十
月
号
）
、
三
六
年
前
半
（
「
新
古
今
集
研
究
の
方
法
的
特
性
」

『
国
語
と
国
文
学
』
四
月
「
国
文
学
の
方
法
論
」
特
輯
号
所
収
）
の
段
階
で
、
（
と
く
に
大
正
末
以
来
の
）
国
文
学
界
の
現
状
を
研
究
史

の
な
か
に
位
置
づ
け
る
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
三
六
年
六
月
創
刊
の
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
誌
上
で
の
「
国
文
学
時
評
」

（
旧
）

（
釦
）

に
代
表
さ
れ
る
学
界
時
評
の
盛
行
の
な
か
で
、
風
巻
は
そ
の
「
卓
抜
な
る
整
理
的
頭
脳
」
を
発
揮
し
、
重
要
な
書
き
手
の
一
人
と
目
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
学
界
時
評
は
、
学
界
事
情
の
解
説
・
論
文
の
紹
介
と
い
っ
た
当
初
の
あ
り
方
を
越
え
た
「
時
評
の
時
評
」

へ
と
変
化
し
、
学
界
に
お
け
る
論
争
の
場
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
『
短
歌
研
究
』
十
二
月
号
に
お
け
る
「
今
年
度
国
文
学
界
の
展
望
」
は
、
風
巻
に
よ
る
本
格
的
な
時
評
の
う
ち
で
最
初

の
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
な
か
で
風
巻
は
、
三
五
年
度
あ
た
り
か
ら
国
文
学
に
た
い
す
る
一
般
の
関
心
が
高
ま
る
一
方
で
、
国
文
学
界

で
は
研
究
者
数
の
増
加
と
と
も
に
「
実
証
主
義
」
的
な
基
礎
研
究
（
な
い
し
は
作
業
）
が
飽
和
し
、
よ
う
や
く
「
学
派
的
対
立
」
が
生

（
別
）

じ
た
こ
と
を
、
鑑
賞
を
め
ぐ
る
問
題
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

に
す
ぎ
ず
、
結
局
は
ｗ

（
旧
）

映
」
だ
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
近
藤
・
永
積
の
議
論
に
お
い
て
は
、
『
新
古
今
時
代
」
に
お
け
る
風
巻
の
中
世
和
歌
・
歌
人
に
た
い
す
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ

レ
ン
ト
な
態
度
が
、
よ
り
否
定
的
な
方
向
に
読
み
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

二
風
巻
に
お
け
る
「
論
争
」

結
局
は
当
時
の
「
荘
園
貴
族
の
物
の
見
方
、
考
へ
方
の
特
性
た
る
反
現
実
的
・
逃
避
的
・
神
秘
的
・
宗
教
的
諸
傾
向
の
反
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こ
の
風
巻
の
時
評
に
た
い
し
て
、
早
速
翌
一
九
三
七
年
一
月
の
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
の
時
評
で
「
実
証
的
研
究
論
者
の
言
」

と
題
す
る
反
論
を
お
こ
な
っ
た
の
が
、
藤
田
徳
太
郎
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
藤
田
は
、
風
巻
が
整
理
作
業
に
す
ぎ
な
い
と
断
じ
た
実

証
的
研
究
を
「
自
然
主
義
的
態
度
で
あ
り
、
客
観
的
態
度
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
「
現
象
の
解
釈
に
主
観
的
な
態
度
を
も
っ
て
臨
む
、

（
躯
）

他
の
研
究
方
法
」
と
異
な
る
、
よ
り
優
れ
た
も
の
と
し
て
擁
護
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
客
観
的
で
あ
る
こ
と
を
至
上
価
値
と
す
る
藤
田
に
対
し
て
、
風
巻
は
翌
二
月
号
の
同
誌
の
「
国
文
学
時
評
ｌ
実
証
主

義
に
触
れ
て
ｌ
」
で
再
批
判
を
試
み
て
い
る
。
風
巻
は
こ
の
な
か
で
、
藤
田
の
言
う
「
客
観
的
態
度
」
の
徹
底
は
結
局
「
無
の
立
場
」

（
魂
）

と
で
も
一
一
一
一
口
う
べ
き
も
の
へ
と
つ
な
が
り
、
「
な
に
か
宗
教
的
な
性
格
が
出
て
き
て
、
科
学
性
が
稀
薄
に
な
る
」
こ
と
を
危
倶
し
て
い
る
。

し
か
し
藤
田
は
同
じ
立
場
の
主
張
を
繰
り
返
す
。
同
年
七
月
の
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
で
、
自
ら
が
よ
っ
て
立
つ
「
文
献
学
的
態

度
」
「
考
証
的
研
究
」
が
「
最
も
客
観
的
な
実
在
性
を
帯
び
た
研
究
方
針
」
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
以
外
の
学
派
は
い
ず
れ
も
「
主
観
的

（
型
）

解
釈
を
加
へ
る
」
「
脆
弱
な
研
究
」
で
あ
る
と
断
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
藤
田
と
の
あ
い
だ
で
の
「
実
証
主
義
」
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
か
ら
風
巻
が
得
た
一
つ
の
結
論
が
「
実
証
主
義
と
実
証
精

神
」
（
『
国
語
と
国
文
学
」
’
九
三
七
年
七
月
号
）
と
い
う
文
章
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
風
巻
は
、
本
来
「
実
証
（
的
）
精
神
」

と
し
て
あ
る
べ
き
も
の
が
国
文
学
研
究
に
お
い
て
「
実
証
主
義
」
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
「
主
義
」
に
堕
し
た
こ
と
、
そ
の
「
生
命
力
の

（
路
）

衰
耗
」
を
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。
さ
ら
に
風
巻
は
、
同
七
月
の
『
文
学
』
誌
上
の
「
学
界
進
化
の
第
二
次
徴
候
」
で
は
、
「
事
実
の

価
値
を
絶
対
視
す
る
」
実
証
的
国
文
学
研
究
は
二
種
の
客
観
主
義
」
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
、
今
日
的
な
批
評
意
識
よ
る
「
真
に
主

（
泌
）

体
的
な
評
価
」
を
も
つ
必
要
性
を
力
説
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
風
巻
に
よ
る
一
連
の
実
証
主
義
批
判
の
な
か
で
「
実
証
主
義
」
が

「
客
観
主
義
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
客
観
主
義
」
が
批
判
さ
れ
る
べ
き
立
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て

つ
ぎ
に
も
う
一
つ
の
、
古
典
の
現
代
的
意
義
と
い
う
問
題
に
移
ろ
う
。
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
一
九
三
六
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た

「
日
本
的
な
ろ
も
の
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
三
七
年
に
入
り
論
壇
に
お
い
て
一
種
の
ブ
ー
ム
の
観
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た

な
か
で
風
巻
は
、
こ
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
を
題
名
と
し
た
文
章
を
発
表
し
て
い
る
（
「
日
本
的
と
い
ふ
こ
と
」
『
音
楽
」
一
九
三
七
年
三

お
き
た
い
。
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さ
ら
に
、
『
文
学
』
三
七
年
四
月
「
古
典
批
評
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
研
究
の
対
象
と
し
て
の
古
典
」
は
、
学
界
附
倣
と
古
典

評
価
の
問
題
を
結
び
つ
け
た
上
で
の
、
風
巻
な
り
の
「
日
本
的
な
る
も
の
」
に
つ
い
て
の
結
論
を
示
し
た
論
文
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
こ
の
な
か
で
風
巻
は
「
日
本
的
な
る
も
の
」
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
超
歴
史
的
に
存
在
し
て
い
る
「
日
本
人
を
運
命
と
し
て
貫

く
日
本
的
な
ろ
も
の
」
と
、
今
日
の
知
識
人
を
動
か
す
現
代
の
「
要
求
と
し
て
の
日
本
的
な
ろ
も
の
」
の
二
者
を
区
別
す
る
必
要
が
あ

る
と
述
べ
た
上
で
、
岡
崎
に
よ
る
文
芸
学
。
既
成
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
国
文
学
の
双
方
と
も
が
、
前
者
の
過
去
志
向
的
な
「
日
本
的
な
る

も
の
」
を
対
象
と
し
、
文
学
自
体
を
研
究
の
対
象
と
な
し
え
て
い
な
い
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
風
巻
に
よ
れ
ば
、
文
学
作
品
に
古
典

（
鞠
）

と
し
て
の
価
値
を
与
え
る
の
は
上
述
の
二
者
の
う
ち
の
後
者
、
一
一
一
一
口
い
換
え
れ
ば
「
現
在
に
お
け
る
切
実
な
共
感
」
な
の
で
あ
る
。

抽
象
的
な
美
的
概
念
と
し
て
「
日
本
的
な
ろ
も
の
」
を
定
立
し
よ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
批
判
は
、
す
で
に
見
た
近
藤
や
水
積
ら
に
よ

る
主
張
と
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
の
知
識
人
が
当
然
持
た
ざ
る
を
え
な
い
要
求
と
し
て
の
「
日
本
的
な

る
も
の
」
を
む
し
ろ
積
極
的
に
捉
え
、
そ
の
要
求
に
沿
っ
た
古
典
や
伝
統
の
意
義
を
追
究
す
る
と
い
う
視
点
は
、
風
巻
に
特
徴
的
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
同
年
五
月
の
『
水
甕
』
誌
上
の
次
の
文
章
を
見
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

月
号
）
。
そ
の
終
わ
り
で
風
巻
は
、
「
古
典
主
義
的
な
唯
美
主
義
」
に
も
と
づ
く
「
新
古
今
集
』
に
共
鳴
す
る
現
代
の
知
識
人
に
「
古
典

主
義
的
の
傾
向
」
を
認
め
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

我
々
は
古
典
主
義
的
な
立
場
か
ら
、
幽
玄
だ
＠
も
の
の
あ
は
れ
だ
の
、
粋
だ
の
と
い
ふ
既
成
の
美
的
範
畷
の
何
れ
か
の
上
に
日

本
的
な
も
の
を
感
じ
た
り
、
又
は
そ
れ
等
の
す
べ
て
を
包
括
し
う
る
や
う
な
抽
象
概
念
を
作
り
上
げ
て
そ
れ
を
日
本
的
な
も
の
と
考

へ
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
日
本
的
な
も
の
は
つ
ね
に
我
々
現
在
の
生
活
の
底
に
燃
え
て
ゐ
る
筈
な
の
で
す
。
外
に

は
現
れ
て
ゐ
な
い
地
熱
と
し
て
存
し
て
ゐ
る
筈
な
の
で
す
。
そ
の
旺
盛
な
力
が
正
当
に
発
揮
さ
れ
、
新
し
い
生
活
を
秩
序
づ
け
、
新

（
町
）

し
い
様
式
を
具
体
化
す
る
や
》
っ
に
期
待
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Hosei University Repository



(８） 九三○年代の国文学研究（二） 239 

以
上
の
よ
う
な
一
九
三
六
年
末
か
ら
三
七
年
前
半
ま
で
の
風
巻
に
つ
い
て
、
同
時
代
に
お
い
て
「
歴
史
社
会
学
派
」
と
し
て
の
位
置

づ
け
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
近
藤
・
永
積
に
よ
り
接
近
し
、
岡
崎
文
芸
学
批
判
の
急
先
鋒
と
な
っ

て
い
た
石
山
徹
郎
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
三
七
年
三
月
の
段
階
で
風
巻
を
「
歴
史
・
社
会
学
派
」
の
な
か
に
数
え
て
い
た
し
、
ま
た

『
文
学
界
』
三
七
年
八
月
号
の
柴
生
田
稔
「
国
文
学
界
の
動
向
」
で
は
、
風
巻
に
よ
る
前
掲
論
文
「
実
証
主
義
と
実
証
精
神
」
（
「
国
語

（
釦
）

と
国
文
学
』
七
月
号
）
を
取
り
上
げ
て
、
「
唯
物
史
観
に
立
脚
す
る
新
評
価
を
目
指
し
て
ゐ
る
・
ら
し
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
近
藤
忠
義
を
中
心
と
す
る
雑
誌
『
文
芸
復
興
』
が
、
一
九
三
七
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
は

単
な
る
「
歴
史
社
会
学
派
」
の
意
見
発
表
の
場
を
越
え
た
文
化
批
評
の
場
を
目
指
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
以
外
の
国
文
学
者
、
あ
る
い

は
国
文
学
者
以
外
の
作
家
、
批
評
家
の
論
文
・
文
章
を
積
極
的
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
二
号
二
九
三
七
年
七
月
）
に
風
巻
は
、

「
『
も
の
の
あ
は
れ
論
』
の
史
的
限
界
」
と
題
し
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
風
巻
は
、
「
も
の
の
あ
は
れ
」
が
、
特
定
の
時
代
、
そ
し
て
文
学
と
い
う
領
域
に
限
定
さ
れ
た
概
念
に
す
ぎ
な
い
こ
と

こ
の
文
章
は
風
巻
が
学
生
時
代
か
ら
所
属
し
て
い
た
短
歌
結
社
の
機
関
誌
に
載
せ
ら
れ
た
、
い
わ
ば
身
内
向
け
の
も
の
だ
っ
た
た
め

か
、
そ
の
口
調
は
性
急
で
さ
え
あ
り
、
「
決
断
」
を
称
揚
し
迫
る
姿
勢
に
は
、
ロ
マ
ン
派
的
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

日
本
的
と
い
ふ
事
は
、
実
は
す
べ
て
の
貧
困
な
西
洋
模
倣
の
主
知
的
な
立
場
を
捨
て
る
事
の
宣
言
で
あ
る
。
そ
の
や
う
に
す
る
事
に

（
マ
マ
〉

よ
っ
て
、
真
に
新
し
い
も
の
を
生
ま
う
と
す
る
決
意
の
宣
一
一
一
一
口
で
あ
る
。
（
中
略
）
ジ
イ
ド
が
一
一
一
一
口
っ
て
る
や
う
に
芸
術
の
問
題
は
何
処

ま
で
行
く
か
で
な
く
て
、
何
処
へ
行
く
か
で
あ
る
。
何
処
ま
で
行
く
か
は
見
透
し
が
つ
く
が
、
何
処
へ
行
く
か
は
行
っ
て
見
な
け
れ

（
鋤
）

ば
分
ら
な
い
。
昨
日
に
お
さ
ら
ば
を
し
て
見
な
け
れ
ば
分
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
決
意
が
〈
可
日
程
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
時
は
な
い
。

三
歴
史
社
会
学
派
か
ら
の
批
判
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を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
歴
史
を
貫
徹
す
る
美
的
理
念
を
想
定
す
る
岡
崎
ら
を
間
接
的
に
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
主

張
の
骨
組
み
は
、
近
藤
や
永
積
に
よ
る
「
中
世
的
な
ろ
も
の
」
に
対
す
る
批
判
を
、
江
戸
期
の
本
居
宣
長
に
よ
る
「
も
の
の
あ
は
れ
」

に
平
行
移
動
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
歴
史
社
会
学
派
」
の
学
派
と
し
て
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
風
巻
は
、
宣
長
が
「
主
体
的
な
理
想
家
」
と
し
て
「
儒
教
精
神
に
対
立
す
る
生
活
そ
の
も
の
を
発
見
し
た
」
こ
と
、

外
部
的
な
条
件
の
制
約
の
な
か
で
「
人
間
の
新
し
い
存
在
形
態
た
る
真
心
」
と
い
う
、
「
新
し
い
創
造
の
母
胎
」
を
掴
み
取
っ
た
こ
と

（
別
）

を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
定
家
、
宣
長
、
そ
し
て
芭
蕉
と
い
っ
た
作
者
た
ち
と
そ
の
作
品
が
置
か
れ
た
歴
史
的
・
社
会
的
な
条
件
な
い
し
制
約

、
、
、
、
、
、
、

を
検
討
す
る
な
か
で
、
そ
う
し
た
限
界
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現
さ
れ
た
創
作
行
為
に
、
風
巻
は
積
極
的
な
価
値
を
認
め
、
自
ら
の
生
き

る
時
代
に
と
っ
て
の
現
代
的
な
意
義
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
こ
と
は
、
古
典
文
学
に
お
け
る
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
の
検
討

か
ら
現
代
の
日
本
社
会
の
封
建
的
性
格
そ
れ
自
体
の
批
判
を
目
指
し
た
、
近
藤
や
永
積
の
考
え
方
と
は
相
容
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ

た
。
事
実
、
三
七
年
七
月
『
俳
句
研
究
」
に
発
表
さ
れ
た
風
巻
の
論
文
「
芭
蕉
に
於
け
る
人
間
構
造
‐
｜
は
、
翌
八
月
の
「
文
芸
復
興
』

誌
上
に
お
け
る
近
藤
忠
義
の
「
ジ
イ
ド
氾
濫
」
と
題
さ
れ
た
国
文
学
時
評
で
、
厳
し
い
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

近
藤
の
趣
旨
は
イ
ン
テ
リ
層
が
「
啓
蒙
」
以
外
の
「
イ
ン
テ
リ
本
来
の
仕
事
」
を
想
定
し
模
索
す
る
こ
と
を
「
折
衷
論
」
と
名
づ
け

て
批
判
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
を
芭
蕉
論
の
盛
行
に
見
る
近
藤
は
、
こ
の
文
章
の
末
尾
で
「
私
の
敬
愛

（
蛇
）

す
る
同
学
の
友
」
の
文
章
と
だ
け
断
っ
て
、
風
巻
の
「
芭
蕉
に
於
け
る
人
間
構
造
」
か
．
ｂ
の
長
い
引
用
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

芭
蕉
は
す
べ
て
を
肯
定
し
て
い
る
。
芭
蕉
に
は
極
て
自
然
に
、
そ
し
て
暹
し
く
す
べ
て
の
も
の
が
生
き
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

彼
の
芸
術
に
と
っ
て
大
切
だ
っ
た
の
は
、
芸
術
以
前
の
問
題
で
は
な
く
て
芸
術
自
体
の
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
芸
術
以
前
の
問
題

（
鋼
）

は
、
彼
に
と
っ
て
自
明
の
事
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

風
巻
の
も
と
の
論
文
で
は
こ
の
あ
と
に
「
芭
蕉
の
芸
術
に
は
、
は
げ
し
い
限
界
が
存
在
す
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
の
だ
が
、
近
藤
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同
じ
一
九
三
七
年
八
月
の
『
短
歌
研
究
』
に
発
表
さ
れ
た
「
新
古
今
的
な
る
も
の
の
意
義
」
で
風
巻
は
、
『
新
古
今
集
』
に
対
し
て

強
い
共
感
を
自
ら
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
る
。
『
新
古
今
集
』
に
お
い
て
．
種
の
頽
廃
の
美
が
歌
の
髄
ま
で
も
染
め
ぬ

い
て
ゐ
る
」
こ
と
、
「
蝕
れ
た
る
生
活
、
頽
廃
期
の
生
活
が
、
新
古
今
的
な
る
も
の
の
根
源
に
よ
－
」
た
は
っ
て
ゐ
る
」
こ
と
を
認
め
な

が
ら
も
、
風
巻
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
外
的
条
件
の
無
条
件
な
肯
定
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
風
巻
へ
の
批
判
と
並
行
し
て
、
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
八
月
号
の
「
国
文
学
時
評
」
で
は
、
永
積
安
明
が
石
山
徹
郎
に
よ

る
一
連
の
岡
崎
文
芸
学
批
判
を
取
り
上
げ
て
手
放
し
で
賞
賛
す
る
一
方
で
、
文
学
理
論
が
「
現
実
の
世
界
観
」
と
不
可
分
で
あ
り
、

「
我
々
の
全
活
動
、
全
生
活
態
度
と
固
く
結
付
く
も
の
で
あ
り
、
日
常
生
活
そ
の
も
の
が
直
ち
に
そ
の
理
論
に
反
映
す
る
」
と
主
張
し

（
狐
）

て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
右
の
近
藤
に
よ
る
風
巻
批
判
と
正
確
に
符
合
し
た
も
の
と
一
一
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
じ
文
章
で
の
、
学
問
と
日
常

生
活
を
区
別
す
る
学
者
が
「
正
し
い
理
論
に
到
達
し
え
な
い
」
と
い
う
水
積
の
断
罪
ぶ
り
は
、
前
年
（
三
六
年
）
十
一
月
同
誌
の
「
国

文
学
時
評
」
で
の
片
岡
良
一
批
判
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
「
公
平
に
で
は
な
く
公
正
に
」
と
題
し
た
こ
の
時
評
の
な
か
で
永
積
は
、
鑑

賞
必
要
論
の
立
場
に
も
理
解
を
示
し
た
片
岡
に
対
し
て
「
正
し
い
科
学
的
方
法
は
、
唯
一
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
公
平

（
稲
）

な
自
由
な
批
評
な
ど
と
一
五
ふ
も
の
は
な
い
」
と
難
詰
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
の
ち
の
風
巻
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
立

場
の
異
な
る
者
に
対
す
る
不
寛
容
」
「
閉
鎖
的
な
偏
狭
」
と
呼
ぶ
べ
き
態
度
は
、
風
巻
に
強
い
疎
外
感
を
感
じ
さ
せ
た
も
の
と
推
察
さ

（
鍋
〉

れ
ろ
。こ
う
し
た
「
歴
史
社
会
学
派
」
の
側
か
ら
の
風
巻
批
判
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
風
巻
の
側
も
彼
ら
に
対
し
て
距
離
を
置
き
始
め
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
距
離
は
、
自
ら
の
学
問
的
出
発
点
で
あ
っ
た
『
新
古
今
集
」
に
対
す
る
積
極
的
な
評
価
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

四
『
新
古
今
』
へ
の
回
帰
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さ
ら
に
風
巻
は
、
前
述
の
近
藤
主
宰
の
『
文
芸
復
興
』
誌
上
（
十
月
・
十
一
月
合
併
号
）
に
発
表
し
た
「
新
古
今
集
に
つ
い
て
」
で
、

「
新
古
今
集
』
に
対
す
る
肯
定
の
度
合
い
を
さ
ら
に
強
い
も
の
に
し
て
い
る
。
風
巻
は
こ
の
な
か
で
、
『
新
古
今
集
』
が
「
消
す
由
も
な

い
文
芸
作
品
と
し
て
の
徴
標
」
を
備
え
た
、
「
驚
く
べ
き
困
難
を
征
服
し
」
た
上
で
の
達
成
で
あ
る
と
し
て
、
「
再
び
新
古
今
集
の
歌
が
、

単
に
夢
を
食
ふ
者
の
安
易
な
自
己
耽
溺
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
宣
言
す
る
。
風
巻
か
ら
す
れ
ば
定
家
は
「
現
代
に
於
け

る
創
作
行
動
へ
の
観
察
と
批
判
の
結
果
に
等
し
い
も
の
」
を
す
で
に
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
夢
想
し
耽
溺
す
る
こ
と
の
快
に
惟

惚
と
す
る
閑
雅
の
徒
の
正
反
対
」
で
あ
り
、
「
心
と
詞
と
の
統
二
を
成
功
さ
せ
得
た
作
家
で
あ
る
。
新
古
今
時
代
の
歌
人
た
ち
は
短

歌
と
い
う
形
式
を
超
え
た
、
新
し
い
形
式
を
生
み
出
し
え
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
「
問
題
は
た
ご
古
き
を
知
っ
て
古
き
形
式
に

（
棚
）

愛
着
を
感
じ
る
所
の
、
そ
の
虚
無
の
熱
情
で
あ
る
」
と
風
巻
は
断
一
一
一
一
口
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
新
古
今
集
』
の
積
極
的
評
価
と
い
う
立
場
表
明
を
経
て
、
風
巻
は
こ
れ
ま
で
見
せ
な
か
っ
た
歴
史
社
会
学
派
へ
の
直

接
の
批
判
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
に
利
用
さ
れ
た
の
が
、
す
で
に
見
た
「
客
観
主
義
」
と
い
う
タ
ー
ム
で
あ
る
。

『
文
学
』
一
九
三
七
年
十
二
月
号
の
「
昭
和
十
二
年
度
国
文
学
界
概
評
」
で
風
巻
は
、
岡
崎
義
恵
の
「
日
本
文
芸
学
」
の
主
張
と
、

そ
れ
に
対
す
る
石
山
徹
郎
に
よ
る
批
判
の
双
方
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
風
巻
は
岡
崎
文
芸
学
が
「
文
芸
性
」
自
体
を
研
究
の
対
象
と
す

（
銘
）

を
認
め
る
の
で
あ
る
。

風
巻
は
『
新
古
今
集
』
の
「
絢
燗
」
を
、
「
生
活
の
頽
廃
を
文
芸
た
ら
し
め
る
芸
術
精
神
の
緊
張
」
の
み
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ

た
も
の
、
つ
ま
り
「
無
か
ら
の
創
造
」
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
は
歴
史
上
希
な
「
世
に
も
凄
絶
な
時
代
転
換
の
潮
流
の
た
ぎ
り
合
ふ
時
」

で
あ
っ
た
新
古
今
時
代
だ
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
点
に
風
巻
は
、
「
新
古
今
的
な
る
も
の
」
の
「
現
代
的
意
義
」

頽
廃
期
に
あ
っ
て
真
に
他
の
時
期
の
も
の
と
区
別
さ
れ
得
る
性
格
の
彫
り
出
さ
れ
た
芸
術
作
品
を
生
み
得
る
精
神
は
、
そ
れ
だ
け
で

凄
じ
く
強
靭
な
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
際
っ
て
又
そ
の
創
造
の
は
げ
し
さ
は
字
義
ど
ほ
り
彫
心
鎖
骨
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
如
き
喘
ぎ
を
知
る
精
神
は
、
常
に
自
己
と
は
別
箇
の
、
及
ば
ざ
る
世
界
と
し
て
、
巧
ま
ず
し
て
勁
き
生
命
の
調
を
感
じ
わ
け
る

（
訂
）

で
あ
ら
》
っ
。
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一
九
三
七
年
末
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
、
風
巻
個
人
に
お
け
る
歴
史
社
会
学
派
と
の
離
反
と
い
う
事
件
と
並
行
し
て
、
国
文
学
界
に

は
大
き
な
状
況
の
変
化
か
起
き
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
歴
史
社
会
学
派
」
を
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
名
指
し
し
て
の
批
判
が
な
さ
れ
た
こ

と
と
、
そ
れ
に
続
い
て
の
、
論
争
の
季
節
の
終
焉
で
あ
る
。

る
点
の
新
し
さ
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
文
芸
性
を
様
式
に
限
定
し
超
歴
史
的
な
も
の
と
考
え
る
と
い
う
「
非
歴
史
的
立
場
」
が
明
確
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
石
山
の
岡
崎
批
判
に
つ
い
て
は
超
越
的
文
芸
性
を
明
確
に
批
判
し
て
い
る
と
認
め
な
が
ら
、
「
図
式

的
」
で
「
生
き
て
動
く
文
芸
の
歴
史
の
把
握
に
不
自
由
」
な
点
、
そ
の
認
識
論
の
根
本
に
「
自
然
科
学
的
客
観
主
義
」
が
存
在
し
て
い

る
点
を
、
前
年
に
展
開
さ
れ
た
近
藤
周
辺
の
熊
谷
孝
ら
に
よ
る
鑑
賞
不
要
論
の
例
を
引
き
な
が
ら
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
風
巻
は

こ
の
客
観
主
義
は
実
証
主
義
者
の
心
中
に
あ
る
も
の
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
客
観
主
義
が
あ
る
限
り
文
芸
自
体
の
学
は
な
か

（
卿
）

な
か
成
立
し
が
た
い
」
と
し
て
、
「
直
観
の
問
題
が
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
余
地
」
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
風
巻
は
、

実
証
主
義
的
国
文
学
に
対
し
て
自
身
が
こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
批
判
に
接
続
す
る
か
た
ち
で
、
「
歴
史
社
会
学
派
」
に
対
し
て
も

「
客
観
主
義
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
批
判
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
客
観
主
義
」
が
批
判
的
タ
ー
ム
と
し
て
風
巻
の
な
か
に
定
着
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
彼
が
三
○
年
代
前
半
の
段

階
に
お
い
て
否
定
し
て
い
た
「
主
観
的
」
「
直
観
的
」
な
も
の
へ
と
立
ち
返
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
の

段
階
で
は
、
小
論
の
冒
頭
で
示
し
た
『
文
学
の
発
生
』
以
後
の
よ
う
に
「
主
体
的
」
な
い
し
「
主
体
性
」
と
い
う
表
現
に
向
け
て
議
論

が
集
約
さ
れ
る
か
た
ち
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
だ
が
三
七
年
の
段
階
で
も
、
前
掲
の
「
学
界
進
化
の
第
二
次
徴
候
」
（
『
文
学
』
三
七

年
七
月
号
）
で
の
、
従
来
の
古
典
評
価
が
一
掃
さ
れ
た
暁
に
可
能
と
な
る
「
真
に
主
体
的
な
評
価
」
と
い
う
表
現
に
見
る
よ
う
な
、

「
主
体
的
」
と
い
う
修
飾
語
の
肯
定
的
な
文
脈
な
い
し
意
味
の
な
か
で
の
使
用
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き

（
Ⅵ
）
 

た
い
。

五
「
論
争
」
の
終
わ
り
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（
他
）

一
二
七
年
九
月
に
公
刊
さ
れ
た
「
古
典
及
び
古
典
教
育
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
で
岡
崎
義
恵
は
、
「
文
芸
学
論
争
」
に
お
け
る
論
敵

で
あ
っ
た
石
山
徹
郎
お
よ
び
熊
谷
孝
の
古
典
評
価
に
つ
い
て
の
発
言
を
取
り
上
げ
て
、
彼
ら
の
「
歴
史
的
・
社
会
的
立
場
」
が
「
マ
ル

（
網
）

ク
ス
主
義
の
亜
流
」
で
あ
る
と
断
じ
、
「
此
派
を
行
く
所
ま
で
行
か
せ
る
，
と
、
当
然
赤
化
行
動
に
迄
進
む
に
相
違
な
い
」
と
述
べ
た
。

こ
の
岡
崎
の
発
言
を
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
に
増
幅
さ
せ
た
の
が
、
す
で
に
そ
の
名
を
引
い
た
藤
田
徳
太
郎
で
あ
る
。
藤
田
は
三
七
年
十
二

月
の
『
作
品
』
誌
上
の
「
野
合
」
と
題
す
る
文
章
で
岡
崎
の
発
言
を
引
い
て
、
歴
史
社
会
学
派
の
国
文
学
者
（
よ
り
端
的
に
は
近
藤
忠

（
狐
）

義
）
が
そ
の
政
治
的
立
場
を
表
面
に
立
て
ず
、
あ
る
い
は
偽
っ
て
ア
カ
ー
ア
ミ
ア
の
国
文
学
と
結
託
し
て
い
る
こ
と
を
椰
楡
す
る
一
方
、

翌
三
八
年
一
月
の
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
「
国
文
学
時
評
」
で
は
石
山
徹
郎
を
相
手
に
、
唯
物
論
者
が
「
既
に
学
術
で
は
な
く
て
、

（
桶
）

行
動
の
部
類
に
入
っ
て
ゐ
る
」
国
語
教
育
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
に
非
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
藤
田
に
よ
る
左
派
国
文
学
者
批
判
が
、
自
由
な
言
論
に
対
す
る
抑
圧
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
力
を
発
揮
し
た
の
か
は
、
に
わ
か
に

は
断
じ
が
た
い
が
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
公
然
と
貼
ら
れ
た
こ
と
が
引
き
起
こ
し
た
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
は
想
像

に
難
く
な
い
。
三
八
年
に
入
る
と
国
文
学
雑
誌
の
論
争
を
前
提
に
し
た
誌
面
構
成
は
少
な
く
な
り
、
三
七
年
に
お
い
て
学
界
の
話
題
の

中
心
だ
っ
た
文
芸
学
論
争
も
三
八
年
九
月
の
『
理
想
』
「
日
本
文
芸
学
」
主
題
号
を
最
後
に
終
了
す
る
。
相
手
に
対
す
る
批
判
を
つ
う

じ
て
自
ら
の
立
場
を
主
張
・
形
成
す
る
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
き
た
歴
史
社
会
学
派
は
、
論
争
の
場
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
「
学
派
」

（
総
）

と
し
て
の
逼
塞
を
や
む
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
藤
田
に
よ
る
批
判
は
、
風
巻
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
藤
田
は
前
掲
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
三
八
年
一
月
の
「
国
文
学
時

評
」
で
、
前
掲
の
風
巻
「
昭
和
十
二
年
度
国
文
学
界
概
評
」
（
『
文
学
』
一
九
三
七
年
十
二
月
号
）
を
名
指
し
せ
ず
に
取
り
上
げ
、
あ
え

て
回
り
く
ど
い
言
い
方
を
す
る
「
生
活
派
」
と
呼
ん
で
罵
倒
し
て
い
る
。
こ
れ
は
風
巻
が
「
今
年
度
は
政
治
上
社
会
生
活
上
異
常
に
緊

迫
し
た
情
勢
を
体
験
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
国
文
学
者
中
に
、
明
ら
か
に
強
権
を
暗
に
意
識
し
つ
つ
恐
喝
的
言
辞
を
な
す
人
が
発
生

し
た
」
と
述
べ
た
こ
と
に
反
応
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
藤
田
は
「
強
権
が
ど
う
の
か
う
の
と
泣
言
を
言
っ
て
は
、
男
の
前
に
出
た

小
娘
の
や
う
に
は
蓋
づ
か
し
が
つ
た
り
す
る
も
の
が
あ
る
」
、
だ
か
ら
国
文
学
者
が
他
分
野
か
ら
馬
鹿
に
さ
れ
る
の
だ
と
言
い
捨
て
て
い

る
。
こ
の
や
り
取
り
か
ら
察
す
れ
ば
、
風
巻
も
ま
た
桐
喝
の
対
象
と
し
て
の
自
ら
の
立
場
を
意
識
さ
せ
ら
れ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
釘
）

一
九
一
一
一
八
年
に
お
い
て
風
巻
は
、
七
月
の
東
京
幸
曰
楽
学
校
教
授
就
任
と
い
う
生
活
面
で
の
転
機
を
迎
え
る
一
方
で
、
研
究
の
面
で
も
、

（
畑
）

『
日
本
文
学
研
究
』
『
文
学
』
に
一
一
一
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
「
桜
桃
」
と
い
う
語
を
め
ぐ
る
論
考
や
、
近
藤
忠
義
編
集
の
「
日
本
古
典

読
本
』
（
日
本
評
論
社
）
の
第
八
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
謡
曲
』
の
よ
う
な
、
『
新
古
今
時
代
」
刊
行
以
後
や
や
遠
ざ
か
っ
て
い
た
、

い
わ
ば
実
証
的
な
考
証
や
註
釈
・
解
説
の
仕
事
に
立
ち
戻
る
と
い
う
変
化
を
見
せ
て
い
る
。

た
だ
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
歴
史
社
会
学
派
の
活
動
の
沈
静
化
の
後
、
国
文
学
界
で
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た

『
文
芸
文
化
』
の
グ
ル
ー
プ
と
風
巻
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
雑
誌
『
文
芸
文
化
』
は
、
国
文
学
者
・
斎
藤
清
術
の
広
島
高
等
師
範
学
校

に
お
け
る
教
え
子
で
あ
っ
た
清
水
文
雄
、
栗
山
理
一
、
蓮
田
善
明
、
池
田
勉
ら
の
若
手
国
文
学
者
の
グ
ル
ー
プ
「
日
本
文
学
の
会
」
に

よ
っ
て
一
九
三
八
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
て
い
る
ｃ
の
ち
に
一
一
一
島
由
紀
夫
の
作
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
の
場
と
な
る
こ
の
雑
誌
の
創
刊
号

に
は
、
巻
頭
か
ら
二
番
目
、
グ
ル
ー
プ
の
梢
神
的
指
導
者
で
あ
る
斎
藤
清
術
の
文
章
に
次
ぐ
場
所
に
、
同
じ
ポ
イ
ン
ト
。
｜
段
組
で
風

巻
景
次
郎
の
エ
ッ
セ
イ
「
神
話
に
こ
と
よ
せ
て
」
が
慨
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
『
文
芸
文
化
』
の
同
人
た
ち
が
風
巻
に
寄
せ

（
伯
）

て
い
た
、
尊
敬
あ
る
い
は
親
近
感
の
大
き
さ
が
感
じ
取
れ
る
。

三
七
年
に
お
け
る
『
文
芸
復
興
』
の
創
刊
と
休
刊
、
三
八
年
に
お
け
る
『
文
芸
文
化
』
の
登
場
と
い
う
出
来
事
は
、
む
ろ
ん
国
文
学

界
に
お
け
る
左
派
の
退
勢
と
ロ
マ
ン
派
的
勢
力
の
伸
長
と
い
う
事
態
を
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
『
文
芸
文
化
』
の
登
場
は
、

三
○
年
代
前
半
か
ら
文
芸
学
論
争
の
時
期
ま
で
新
し
い
国
文
学
研
究
を
め
ざ
す
立
場
の
研
究
者
に
曲
が
り
な
り
に
も
共
有
さ
れ
て
き
た

「
文
学
自
体
を
対
象
と
す
る
」
と
い
う
問
題
意
識
が
乗
り
越
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
「
文
芸
文
化
』
第
二
号

（
一
九
三
八
年
八
月
）
の
巻
頭
論
文
「
文
芸
精
神
ｌ
文
芸
学
の
対
象
と
し
て
の
ｉ
」
で
、
こ
の
雑
誌
の
「
発
刊
の
辞
」
の
筆
者
で

も
あ
っ
た
池
田
勉
は
「
文
芸
を
文
化
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
」
の
必
要
性
を
説
き
、
作
品
と
同
時
に
「
創
造
す
る
働
き
や
力
を
知
る
こ

（
釦
）

と
が
文
化
究
明
の
基
本
的
問
題
」
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
学
自
体
か
ら
「
創
造
す
る
働
き
や
力
」
、
換
一
一
一
一
口
す
れ
ば
創
作
主
体
へ

六
ロ
マ
ン
派
的
な
も
の
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と
い
う
重
心
の
移
動
は
、
風
巻
に
お
け
る
主
体
的
な
も
の
へ
の
回
帰
と
並
行
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
文
芸
文
化
』
の
同

人
た
ち
の
風
巻
へ
の
親
近
感
は
、
そ
う
し
た
共
通
点
の
認
識
に
立
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
文
芸
文
化
』
と
の
親
近
性
を
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
が
『
日
本
浪
曼
派
』
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
的
存
在
で

あ
っ
た
保
田
与
重
郎
は
、
の
ち
に
「
後
鳥
羽
院
』
（
思
潮
社
、
一
九
三
九
年
十
月
刊
）
に
収
め
ら
れ
る
「
日
本
文
芸
の
伝
統
を
愛
し
む
」

（
『
短
歌
研
究
』
、
一
九
三
七
年
二
月
号
）
や
「
芭
蕉
の
新
た
な
生
命
」
（
『
俳
句
研
究
』
、
一
九
三
七
年
四
月
号
）
、
さ
ら
に
『
戴
冠
詩
人

の
御
一
人
者
』
（
東
京
堂
、
一
九
三
八
年
九
月
刊
）
の
「
緒
一
一
一
一
回
」
な
ど
に
お
い
て
、
既
成
の
国
文
学
研
究
を
批
判
し
つ
つ
、
精
神
の
系

譜
な
い
し
「
血
統
」
と
し
て
の
新
た
な
日
本
文
学
史
の
伝
統
を
自
ら
が
提
示
し
得
て
い
る
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
保
田
に
よ
る
文
学

史
の
試
み
に
つ
い
て
風
巻
は
、
三
八
年
末
の
時
評
で
、
「
文
学
そ
の
も
の
の
歴
史
に
つ
い
て
、
学
会
の
業
績
が
未
開
拓
の
ま
ま
に
残
さ

（
別
）

れ
て
」
い
た
か
蕾
ｂ
こ
そ
登
場
で
き
た
存
在
と
し
て
、
き
わ
め
て
冷
淡
に
扱
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
冷
淡
さ
は
、
風
巻
自
身
が
三
○
年
代
の
早
い
時
期
に
文
学
史
書
き
換
え
の
必
要
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
自
ら

の
文
学
史
観
を
確
立
で
き
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
文
学
史
記
述
も
発
表
で
き
て
い
な
い
な
か
で
、
風
巻
同
様
に
折
口
信
夫
の
強
い
影
響

を
自
認
す
る
保
田
が
、
新
古
今
時
代
の
後
鳥
羽
上
皇
を
中
軸
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ヶ
ル
ノ
ミ
コ
ト
、
大
津
皇
子
か
ら
芭
蕉
へ
と
い
た
る
系
譜

を
提
示
し
た
こ
と
へ
の
、
焦
り
の
気
持
ち
の
裏
返
し
で
あ
っ
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

風
巻
に
と
っ
て
一
九
三
○
年
代
最
後
の
大
き
な
仕
事
と
い
え
る
『
中
世
の
文
学
伝
統
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
四
○
年
二
月

（
認
）

刊
）
は
、
そ
の
意
味
で
風
巻
な
り
の
系
譜
の
提
一
不
の
試
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
著
作
の
記
述
の
対
象
は
、
『
千
載
集
」
か

ら
三
条
西
実
隆
の
死
去
に
い
た
る
ま
で
の
中
世
和
歌
史
で
あ
り
、
す
で
に
引
い
た
論
文
「
新
古
今
集
に
つ
い
て
」
（
『
文
芸
復
興
』
一
九

（
開
）

一
二
七
年
十
・
十
一
月
合
併
号
）
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
織
り
込
み
つ
つ
、
藤
原
俊
成
に
お
け
る
「
自
覚
的
な
伝
統
の
樹
立
」
、
西
行
に
お
け

（
別
）

ろ
「
現
実
を
精
神
に
隷
属
さ
せ
る
豪
著
な
放
蕩
」
を
あ
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
二
七
年
の
段
階
で
風

巻
が
到
達
し
て
い
た
、
現
代
的
な
意
義
を
も
つ
古
典
と
し
て
の
『
新
古
今
集
』
に
特
権
的
な
価
値
を
認
め
る
立
場
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
弱
）

し
か
し
一
方
で
風
巻
は
、
自
壹
ｂ
の
問
題
意
識
が
「
日
本
の
文
化
の
歴
史
を
は
っ
き
り
と
知
る
こ
と
の
欲
求
」

自
ら
の
問
題
意
識
が

に
あ
る
と
明
言
し
て
い

Hosei University Repository



(Ｊ６） 一九三○年代の国文学研究（二） 231 

風
巻
景
次
郎
に
つ
い
て
は
従
来
、
歴
史
社
会
学
派
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
す
る
見
方
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
戦
中
期
の

（
冊
）

風
巻
の
「
転
向
」
な
い
し
「
転
回
」
を
指
摘
す
る
見
方
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
稿
で
一
九
一
二
○
年
代
後
半
の
風
巻
景
次
郎
の
発

言
と
仕
事
を
時
系
列
に
沿
っ
て
検
討
す
る
な
か
で
、
国
文
学
界
の
動
向
に
敏
感
に
反
応
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
方
向
性
を
模
索
し
て
い

た
風
巻
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
文
芸
学
論
争
の
時
期
に
お
い
て
風
巻
が
た
ど
っ
た
思
考
の
軌
跡
は
、
た
ん
に
風
巻
と
歴
史
社
会
学

派
と
の
関
係
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
の
国
文
学
研
究
の
あ
り
方
か
ら
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
イ
ヴ
に
構
築
さ
れ
て
き
た
「
国
文

学
の
戦
前
・
戦
中
」
に
つ
い
て
の
、
よ
り
慎
重
な
検
討
作
業
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
一
九
三
○
年
代
と
い
う
時
代
的
な
枠
の
な
か
で
、
「
主
体
性
」
が
風
巻
に
と
っ
て
の
鍵
概
念
と
し
て
岐
終
的
に
定
着
す
る

の
を
見
届
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
機
会
を
改
め
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
触
媒
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
隣

（
町
）

接
領
域
の
業
績
ｌ
た
と
え
ば
時
枝
誠
記
の
国
語
学
に
お
け
る
「
主
体
的
立
場
」
と
「
観
察
者
的
立
場
」
の
議
論
ｌ
等
を
視
野
に
お

さ
め
つ
つ
、
風
巻
を
は
じ
め
と
す
る
一
九
四
○
年
代
に
お
け
る
文
学
・
文
学
史
を
め
ぐ
る
問
題
を
論
じ
た
い
と
思
う
。

る
。
風
巻
に
よ
れ
ば
平
安
期
か
ら
中
世
に
わ
た
っ
て
の
和
歌
は
、
「
個
人
の
心
情
を
通
し
た
杼
情
」
を
そ
の
本
質
と
す
る
今
日
的
な
意

味
で
の
「
文
学
」
た
り
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
中
世
和
歌
の
解
析
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
文
学
史
全
体
に
つ
な
が
る
問
題
の
考
察
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
風
巻
は
保
田
与
重
郎
に
よ
る
人
物
的
系
譜
な
い
し
「
血
統
」
に
、
文
学
自
体
の
感
性
の
連
続
性

を
対
置
し
た
の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
風
巻
に
と
っ
て
の
次
の
仕
事
で
あ
る
『
文
学
の
発
生
』
に
お
け

る
、
主
体
的
経
験
と
し
て
の
み
可
能
な
「
文
学
」
と
い
う
、
文
学
史
の
前
提
の
設
定
作
業
へ
と
接
続
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

※
本
文
・
注
と
も
に
、
引
用
文
に
お
け
る
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
、
漢
字
に
つ
い
て
は
新
字
体
に
改
め
た
。

※
出
典
の
う
ち
「
全
集
』
と
あ
る
の
は
、
『
風
巻
景
次
郎
全
集
』
（
全
一
○
巻
）
（
桜
楓
社
、
一
九
六
九
’
七
一
年
）
の
略
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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（
‐
）
西
郷
信
綱
「
文
学
史
の
非
完
結
性
」
「
古
典
の
影
ｌ
学
問
の
危
機
に
つ
い
て
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
２
）
風
巻
景
次
郎
「
文
学
の
発
生
」
『
文
学
の
発
生
』
（
子
文
書
房
、
一
九
四
○
年
）
、
三
二
頁
。

（
３
）
風
巻
景
次
郎
「
文
学
の
発
生
」
『
文
学
の
発
生
」
七
頁
。

（
４
）
風
巻
景
次
郎
「
文
学
の
発
生
」
『
文
学
の
発
生
」
’
四
頁
。

（
５
）
初
出
時
の
題
名
は
「
新
興
国
文
学
の
再
建
」
。
『
文
学
の
発
生
」
収
録
時
に
改
題
さ
れ
た
。

（
６
）
風
巻
景
次
郎
「
新
興
国
文
学
」
『
文
学
の
発
生
』
二
六
一
－
二
頁
。

（
７
）
初
出
時
の
題
名
は
「
定
家
伝
よ
り
見
た
る
一
つ
の
問
題
」
。

（
８
）
風
巻
景
次
郎
『
新
古
今
時
代
』
（
人
文
書
院
、
一
九
三
六
年
）
、
四
二
頁
。

（
９
）
風
巻
景
次
郎
「
新
古
今
時
代
』
’
九
八
頁
。

（
皿
）
西
下
経
一
一
（
書
評
）
風
巻
景
次
郎
氏
箸
『
新
古
今
時
代
」
」
「
国
語
と
国
文
学
」
一
九
三
六
年
九
月
号
、
九
二
’
四
頁
。

（
、
）
風
巻
景
次
郎
は
東
大
卒
業
の
翌
年
一
九
二
七
年
春
か
ら
三
二
年
夏
ま
で
、
大
阪
府
女
子
専
門
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
。

（
皿
）
石
山
徹
郎
「
（
新
刊
紹
介
）
『
新
古
今
時
代
』
風
巻
殿
次
郎
氏
箸
」
『
文
学
」
一
九
一
二
六
年
十
二
月
号
、
一
一
二
○
’
三
頁
。

（
旧
）
平
林
一
「
国
文
学
者
の
抵
抗
ｌ
歴
史
社
会
学
派
ｌ
」
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
戦
時
下
抵
抗
の
研
究
Ⅱ
一
（
み
す
ず
苫
房
、

一
九
六
九
年
）
、
四
○
○
頁
。

（
Ｍ
）
石
山
徹
郎
一
国
文
学
界
の
猪
学
派
」
『
日
本
文
芸
史
論
『
一
（
伊
藤
轡
店
、
一
九
四
八
年
）
、
一
八
一
’
二
○
六
賞
。

（
脂
）
近
藤
忠
義
の
『
日
本
文
学
原
論
』
（
同
文
普
院
刊
、
た
だ
し
名
義
は
岳
父
の
藤
村
作
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
七
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（
胴
）
永
積
安
明
「
風
巻
さ
ん
と
の
出
会
い
ｌ
昭
和
川
年
代
の
一
駒
」
「
風
巻
景
次
郎
と
そ
の
周
辺
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
○
年
）
、
七
六
’
七
頁
。

（
Ⅳ
）
水
積
安
明
「
新
古
今
和
歌
集
諭
稿
」
「
中
世
文
学
論
」
（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
六
年
）
、
六
四
頁
。

（
旧
）
近
藤
忠
義
「
和
歌
史
上
に
於
け
る
貴
族
ｌ
末
期
荘
園
貴
族
と
新
古
今
時
代
の
和
歌
ｌ
」
「
短
歌
研
究
』
’
九
三
七
年
一
月
号
、
一
九
九

頁
。
な
お
同
論
文
は
『
日
本
文
学
原
論
』
に
「
新
古
今
と
和
歌
美
の
再
構
成
」
と
改
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
近
藤
の
論
理
は

「
能
楽
論
に
お
け
る
中
世
的
限
界
」
（
『
文
学
』
一
九
三
七
年
二
月
号
）
の
な
か
で
も
繰
り
返
さ
れ
、
中
世
的
な
美
を
「
日
本
的
な
る
も
の
」
の

本
質
と
捉
え
る
こ
と
が
断
罪
さ
れ
て
い
る
。

（
旧
）
こ
の
当
時
「
国
語
と
国
文
学
」
『
文
学
」
の
よ
う
な
国
文
学
専
門
誌
の
み
な
ら
ず
、
改
造
社
発
行
の
『
短
歌
研
究
』
「
俳
句
研
究
」
の
よ
う
な

一
般
読
者
を
対
象
と
し
た
雑
誌
に
ま
で
国
文
学
界
に
つ
い
て
時
評
が
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
毎
号
連
赦
と
い
う
点
で
も
『
国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
』
の
「
国
文
学
時
評
」
は
目
立
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。

（
卵
）
塩
田
良
平
「
国
文
学
時
評
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
’
九
三
七
年
十
二
月
号
、
三
八
頁
。
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（
、
）
風
巻
景
次
郎
「
今
年
度
国
文
学
界
の
展
望
」
『
短
歌
研
究
』
一
九
三
六
年
十
二
月
号
、
二
○
九
’
一
五
頁
。

（
配
）
藤
田
徳
太
郎
「
国
文
学
時
評
ｌ
実
証
主
義
研
究
論
者
の
言
ｌ
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
’
九
三
七
年
一
月
号
、
四
六
’
五
四
頁
。

（
翠
）
風
巻
景
次
郎
「
国
文
学
時
評
ｌ
実
証
主
義
に
触
れ
て
ｌ
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
三
七
年
二
月
号
、
三
六
－
四
一
頁
。

（
型
）
藤
田
徳
太
郎
「
国
文
学
時
評
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
三
七
年
七
月
号
、
六
八
’
七
二
頁
。

（
あ
）
風
巻
景
次
郎
「
実
証
主
義
と
実
証
精
神
」
『
国
語
と
国
文
学
」
一
九
三
七
年
七
月
号
、
八
三
’
六
頁
。

（
鋼
）
風
巻
景
次
郎
「
学
界
進
化
の
第
二
次
徴
候
」
『
文
学
』
’
九
三
七
年
七
月
号
、
九
四
－
八
頁
。

（
町
）
風
巻
景
次
郎
「
日
本
的
と
い
ふ
こ
と
」
「
文
学
の
発
生
』
四
六
頁
。

（
羽
）
風
巻
景
次
郎
「
研
究
の
対
象
と
し
て
の
古
典
」
『
文
学
の
発
生
」
三
○
九
’
一
一
一
二
頁
。

（
羽
）
風
巻
景
次
郎
「
短
歌
史
は
何
処
へ
（
一
）
」
『
水
喪
』
’
九
三
七
年
五
月
号
、
二
七
お
よ
び
二
九
頁
。

（
釦
）
柴
生
田
稔
「
（
古
典
文
学
）
国
文
学
界
の
動
向
」
「
文
学
界
」
一
九
三
七
年
八
月
号
、
六
九
頁
。

（
弧
）
風
巻
景
次
郎
「
『
も
の
の
あ
は
れ
論
』
の
史
的
限
界
」
『
文
芸
復
興
』
一
九
三
七
年
七
月
号
、
二
四
－
三
八
頁
。

（
翌
近
藤
忠
義
「
ジ
ィ
ド
氾
濫
」
「
日
本
文
学
の
進
路
」
（
淑
藤
書
店
、
一
九
四
八
年
）
九
四
’
一
○
○
頁
。
な
お
三
七
年
一
月
の
『
中
央
公
論
」

誌
上
に
は
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
（
小
松
清
訳
）
「
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
記
』
角
§
窪
勗
烏
『
貝
勾
・
の
・
の
．
の
抜
粋
）
が
掲
載
さ
れ
、
同
年
一
一
一
月
に

（
マ
〒
）

は
第
一
書
房
か
ら
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
藤
は
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
五
月
号
に
「
文
芸
批
評
に
お
け
る
ジ
ー
ド
的
な
る

も
の
」
と
題
す
る
文
芸
批
評
を
書
い
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
同
旅
行
記
に
批
判
的
に
触
れ
て
い
る
。

（
鍋
）
風
巻
景
次
郎
「
芭
蕉
に
於
け
る
人
間
櫛
造
」
『
俳
句
研
究
』
一
九
三
七
年
七
月
号
、
六
三
‐
四
頁
。

（
弧
）
氷
積
安
明
「
文
芸
学
の
建
設
（
国
文
学
時
評
）
ｌ
石
山
徹
郎
氏
の
近
業
を
中
心
に
ｌ
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
’
九
三
七
年
八
月
号
、

（
妬
）
永
積
安
明
「
国
文
学
時
評
ｌ
公
平
に
で
な
く
公
正
に
Ｉ
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
三
六
年
十
一
月
号
、
四
五
’
五
一
頁
。

（
鍋
）
風
巻
景
次
郎
「
古
典
研
究
の
歴
史
」
『
全
集
』
第
一
巻
、
五
九
七
頁
。

（
訂
）
風
巻
景
次
郎
「
新
古
今
集
な
る
も
の
の
意
義
」
『
短
歌
研
究
』
一
九
三
七
年
八
月
号
、
二
四
’
五
頁
。

（
鍋
）
風
巻
景
次
郎
「
新
古
今
集
な
る
も
の
の
意
義
」
『
短
歌
研
究
』
一
九
三
七
年
八
月
号
、
二
七
頁
。

（
鋤
）
風
巻
景
次
郎
「
新
古
今
集
に
つ
い
て
」
「
文
芸
復
興
」
一
九
三
七
年
十
月
・
十
一
月
合
併
号
、
五
○
’
六
四
頁
。
同
論
文
は
の
ち
「
新
古
今

集
の
叙
景
と
杼
情
」
と
改
題
し
て
『
文
学
の
発
生
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
伽
）
風
巻
景
次
郎
「
（
回
顧
と
展
望
）
昭
和
十
二
年
度
国
文
学
界
概
評
」
『
文
学
』
一
九
三
七
年
十
二
月
号
、
一
○
一
一
一
’
六
頁
。

（
“
）
他
の
前
掲
論
文
の
例
を
引
く
と
、
「
『
も
の
の
あ
は
れ
」
論
の
史
的
限
界
」
（
『
文
芸
復
興
』
三
七
年
七
月
号
）
に
お
い
て
も
本
居
宣
長
を
「
主

体
的
な
理
想
家
」
と
呼
ぶ
と
と
も
に
、
「
傍
観
者
的
考
証
学
者
」
（
こ
こ
に
は
実
証
主
義
的
国
文
学
者
が
二
重
写
し
に
さ
れ
て
い
る
）
と
対
比
し

四
九
’
五
三
頁
。
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（
幻
）
「
年
譜
」
（
「
全
集
」
第
十
巻
）
に
よ
れ
ば
、
風
巻
は
三
五
年
春
に
長
野
県
女
子
専
門
学
校
教
授
を
病
気
退
職
し
上
京
し
て
以
後
、
私
立
専
門

学
校
の
講
師
を
兼
職
す
る
「
浪
人
生
活
」
を
送
っ
て
い
た
。

な
お
東
京
音
楽
学
校
教
授
の
職
務
と
し
て
風
巻
は
、
多
く
の
歌
曲
や
式
典
曲
の
作
詞
を
担
当
し
て
お
り
、
上
記
「
年
譜
一
に
よ
れ
ば
そ
の
一

つ
に
紀
元
二
六
○
○
年
の
一
祝
典
歌
」
が
あ
る
。
こ
の
「
祝
典
歌
」
に
つ
い
て
は
一
金
鴎
輝
く
日
本
の
」
と
い
う
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
で
始
ま
る

「
国
民
奉
祝
歌
」
と
す
る
見
方
が
あ
る
が
（
塚
本
康
彦
「
折
川
・
保
川
・
堀
・
風
巻
国
文
学
そ
の
内
部
外
界
六
ｌ
」
『
伝
統
と
近
代
」

一
九
六
八
年
十
二
月
号
）
、
こ
れ
は
一
般
公
募
に
よ
る
も
の
で
あ
り
（
墹
田
好
生
作
詞
）
、
現
在
「
東
京
音
楽
学
校
作
詞
・
作
曲
」
と
し
て
残
る

「
紀
元
二
千
六
百
年
頌
歌
」
が
風
巻
の
作
詞
し
た
「
祝
典
歌
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
な
お
戦
後
の
新
懲
法
発
布
記
念
式
典
に
あ
た
っ
て
風
巻

は
、
東
京
音
楽
学
校
講
師
と
し
て
カ
ン
タ
ー
タ
「
偉
い
な
る
朝
」
を
作
詞
し
て
い
る
。
）

（
蛆
）
「
桜
桃
孜
ｌ
は
は
か
・
か
に
は
・
か
に
は
桜
・
か
ば
桜
・
白
樺
・
ゅ
す
ら
う
め
ｌ
」
『
日
本
文
学
研
究
』
第
二
輯
（
白
帝
社
、
’
九
三
八

年
七
月
）
、
「
続
桜
桃
孜
（
｜
）
ｌ
カ
ニ
ハ
サ
ク
ラ
・
カ
ハ
サ
ク
ラ
・
カ
ー
ー
ハ
・
カ
ハ
考
」
『
文
学
』
一
九
三
八
年
七
月
号
、
「
続
桜
桃
孜

（
二
）
ｌ
カ
ー
ー
ハ
サ
ク
ラ
・
カ
ハ
サ
ク
ラ
・
カ
ニ
ハ
・
カ
ハ
考
ｌ
」
『
文
学
」
一
九
三
八
年
九
月
号
。

（
蛆
）
雑
誌
創
刊
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
同
人
の
一
人
蓮
田
善
明
は
、
「
古
典
と
「
今
日
一
一
（
「
文
学
」
三
七
年
十
一
月
号
）
で
、
風
巻
の
論
文
「
研

究
の
対
象
と
し
て
の
古
典
」
に
お
け
る
現
代
的
意
義
を
古
典
に
見
出
そ
う
と
す
る
態
度
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
神
話
の
時
代
と
し
て
現
代
を

捉
え
る
見
方
を
提
示
し
て
い
た
。

て
「
宜
長
の
も
の
の
あ
は
れ
の
取
り
上
げ
方
は
極
め
て
主
体
的
で
あ
る
」
こ
と
が
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
新
古
今
染
に
つ

い
て
」
（
「
文
芸
復
興
』
’
九
三
七
年
十
・
十
一
月
合
併
号
）
の
な
か
で
は
藤
原
定
家
に
つ
い
て
「
彼
の
主
体
的
欲
求
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。

（
蛇
）
岡
崎
義
恵
「
古
典
及
び
古
典
教
育
に
つ
い
て
」
「
岩
波
講
座
国
語
教
育
」
（
第
十
二
回
配
本
、
第
五
分
冊
）
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
）
。

（
妃
）
こ
の
論
文
で
岡
崎
が
自
分
が
賛
同
で
き
る
説
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
、
風
巻
の
前
掲
論
文
「
研
究
の
対
象
と
し
て
の
古
典
」
で
あ
る
。

（
鰹
）
藤
田
徳
太
郎
一
野
合
」
『
作
品
』
’
九
三
七
年
十
二
月
号
、
四
’
六
頁
。
な
お
こ
の
号
は
「
国
語
・
国
文
学
の
諸
問
題
」
小
特
集
で
あ
り
、

藤
田
の
他
、
石
井
庄
司
、
福
田
清
人
、
志
田
延
義
、
風
巻
、
石
山
徹
郎
が
寄
稿
し
て
い
る
。
な
お
風
巻
の
文
章
「
今
年
度
国
文
学
界
の
回
顧
」

は
「
全
集
」
未
収
録
で
あ
り
「
論
文
・
著
作
目
録
」
に
も
記
戦
さ
れ
て
い
な
い
。

（
妬
）
藤
田
徳
太
郎
一
国
文
学
時
評
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
三
八
年
一
月
号
、
六
三
「
七
頁
。
藤
旧
の
近
藤
ら
に
対
す
る
批
判
と
、
戦

後
に
お
け
る
そ
の
伝
説
化
に
つ
い
て
は
、
村
井
紀
「
国
文
学
者
の
十
五
年
戦
争
（
一
）
｜
『
批
評
空
間
』
Ⅱ
’
一
六
、
一
九
九
八
年
一
月
、
お
よ

び
同
「
国
文
学
者
の
十
五
年
戦
争
（
二
）
」
「
批
評
空
間
』
Ⅱ
’
一
八
、
一
九
九
八
年
七
月
、
を
参
照
。
た
だ
こ
こ
で
は
藤
川
が
「
図
譜
教
育
」

と
い
う
点
か
ら
左
翼
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

（
妬
）
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
の
「
国
文
学
時
評
」
欄
も
、
一
九
三
八
年
末
に
斎
藤
清
術
と
風
巻
景
次
郎
に
よ
る
学
界
・
文
壇
回
顧
を
般
後
に

終
了
し
て
い
る
。
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（
兜
）
風
巻
景
次
郎
「
中
世
の
文
学
伝
統
ｌ
和
歌
文
学
論
ｌ
』
（
ラ
ヂ
オ
新
書
九
）
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
四
○
年
）
、
六
五
頁
。

（
別
）
風
巻
景
次
郎
『
中
世
の
文
学
伝
統
」
七
二
頁
。

（
弱
）
風
巻
景
次
郎
『
中
世
の
文
学
伝
統
』
二
一
頁
。

（
邪
）
「
少
な
く
と
も
か
っ
て
の
歴
史
社
会
学
派
の
盟
友
と
し
て
の
近
藤
忠
義
さ
ん
の
側
か
ら
言
う
と
、
倶
に
天
は
戴
き
た
く
な
い
よ
う
な
風
巻
的

転
向
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
」
（
｜
〈
座
談
会
〉
文
学
研
究
に
お
け
る
戦
後
の
出
発
」
に
お
け
る
益
Ⅲ
勝
実
の
発
言
）
『
日
本
文
学
」
一

九
七
八
年
十
月
号
、
一
六
頁
。

（
印
）
時
枝
誠
記
「
言
語
に
対
す
る
二
の
立
場
ｌ
主
体
的
立
場
と
観
察
者
的
立
場
ｌ
」
「
言
語
本
質
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照

（
初
出
は
『
コ
ト
パ
」
ニ
ノ
セ
、
一
九
四
○
年
二
月
）
。
こ
の
論
文
で
は
研
究
者
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
「
観
察
者
的
立
場
」
と
、
言
語
行
為
の

実
践
者
と
し
て
の
「
主
体
的
立
場
」
を
区
別
す
る
と
と
も
に
、
後
者
が
前
者
の
前
提
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
「
主
体
的
」
「
客
観
的
」
両
方
の

立
場
を
関
連
づ
け
、
ま
た
言
語
的
実
践
と
研
究
を
接
続
し
よ
う
と
す
る
。
な
お
こ
の
論
文
の
発
表
時
期
は
風
巻
の
『
文
学
の
発
生
』
の
刊
行

（
四
○
年
十
月
）
に
先
立
っ
て
い
る
。

付
記
本
論
文
は
二
○
○
四
年
度
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
比
較
文
学
・
法
学
部
教
授
）

（
卯
）
作
品
よ
り
む
し
ろ
創
作
主
体
の
あ
り
方
に
関
心
を
持
つ
と
い
う
点
で
は
、
斎
藤
清
術
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。
斎
藤
は
「
中
世
文
学
の
史
的

定
位
ｌ
庶
民
的
精
神
の
隆
起
と
新
知
識
厨
の
文
学
ｌ
」
（
『
図
譜
と
国
文
学
」
一
九
三
一
年
十
月
号
）
で
、
ド
イ
ツ
人
旅
行
家
カ
イ
ザ
ー
リ

ン
ク
の
「
日
本
人
は
疑
も
な
く
非
実
質
的
で
あ
る
。
態
度
が
総
て
で
あ
る
場
合
に
、
内
容
の
欠
け
て
を
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
に
従
い
、
中
世
日
本
の
芸
術
の
特
質
を
「
態
度
の
芸
術
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
「
短
歌
研
究
』
一
九
三
八
年
八
月
号
で
は
、
「
態
度
の
芸
術
」

と
い
う
小
文
を
発
表
し
、
「
態
度
‐
｜
を
日
本
文
学
・
芸
術
全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
る
（
両
方
の
文
章
と
も
斎
藤
「
精
神
美
と
し
て
の
日

本
文
学
』
、
人
文
書
院
、
’
九
三
八
年
十
月
刊
、
に
収
録
）
。
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
ク
の
言
葉
に
つ
い
て
は
下
山
鎌
吉
・
江
川
和
彦
共
訳
「
カ
イ
ザ
ー

リ
ン
ク
の
日
本
観
」
（
文
明
協
会
、
一
九
二
六
年
）
、
二
○
頁
を
参
照
。

（
田
）
風
巻
景
次
郎
「
文
学
界
の
こ
と
ど
も
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
三
八
年
十
二
月
、
五
七
’
六
三
頁
。
と
こ
ろ
が
晩
年
（
一
九
五
九

年
）
の
風
巻
は
保
田
に
つ
い
て
、
「
そ
の
生
活
と
文
学
と
思
想
と
の
美
学
の
根
本
は
、
ず
ば
ぬ
け
て
真
実
で
あ
る
」
と
し
、
「
幕
府
的
箙
部
」
に

よ
る
圧
制
の
な
か
で
平
安
朝
文
学
を
「
真
に
文
学
と
し
て
主
体
的
に
把
握
し
、
日
本
古
典
の
美
と
し
て
再
発
見
し
、
体
験
し
」
「
杼
情
詩
と
し

て
の
和
歌
の
線
で
、
日
本
の
古
典
の
世
界
を
、
近
代
人
と
し
て
は
じ
め
て
文
学
と
し
て
捕
え
得
て
い
る
」
と
し
て
、
手
放
し
で
絶
賛
し
て
い
る

（
「
古
典
研
究
の
歴
史
「
｜
『
全
集
』
第
一
巻
、
五
九
四
’
六
頁
）
。

（
皿
）
「
改
版
の
序
」
に
は
、
「
昭
和
十
四
年
の
年
末
に
原
稿
を
書
き
あ
げ
て
、
翌
年
一
月
二
十
日
づ
け
の
序
を
し
た
た
め
た
」
と
あ
る
（
『
全
集
」

第
五
巻
、
三
○
五
頁
）
。
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